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	法定資格に基づく業務　　（21種）
	受験案内別紙Ａの法定資格に基づき当該資格に係る業務であって、かつ、要援護者に対する対人的の直接的な援助が、当該の本来業務に明確に位置づけられているもの

	相談援助業務
(9項目)


	受験案内別紙Ｂに掲げる業務であって、かつ、要援護者に対する対人の直接的な援助が、当該者の本来業務として明確に位置づけられている相談援助業務


実務経験期間の　 　・社会福祉士の資格で介護職を行っている期間は認められません。
基本的な考え方   　　 ・介護福祉士の資格で生活相談員として相談業務を行っている場合でも、上記の相談援助
業務の別紙Ｂにあたる相談業務に該当しない期間は認められません。

・介護福祉士として要援護者に対する身体介護業務を本来業務として行っていない場合も

実務経験としては認められません。
⇒上記は一例です。受験資格の有無は必ず受験案内により確認をお願いします。


　　　受験資格には上記の他に試験日の前日までに以下の実務経験期間が必要となります。
◆別紙Ａ、Ｂの期間が登録日から通算して5年以上であり（重複期間を除く）、かつ、当該業務に従事
した日数が900日以上であること。（別紙Ａについては資格の登録日より算入が可能です）
　　　
　
◆受験案内の配布　　　
　　　及び申込期間

 　　（予定）
　◆申込書類の省略　　　　　　　  受験資格の変更に伴い、申込書類の省略はありません。
　　　　　　　　　　　　　（実務経験証明書の内容によっては、在職証明書の提出省略ができる場合あり）
　
◆配布場所　　　　　　
       長野県庁、長野県内の保健福祉事務所、市町村役場の介護
保険または高齢者担当部署窓口、長野県社会福祉協議会、
　　　　各市町村社会福祉協議会
　◆ホームページへの掲載　　　　　順次掲載予定です。
　◆お問い合わせ先　　　　　　　　介護支援専門員試験本部　　電話：026-226-2000
平成30年度介護支援専門員


実務研修受講試験についてのお知らせ


平成30年度の試験から受験資格が変わります。








社会福祉法人長野県社会福祉協議会　福祉人材部 研修グループ


TEL026-227-5208　FAX026-227-0137


※FAX番号ごとに一通送信しています。複数の事業所がある場合は回覧してください。
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介護支援専門員試験本部より、福祉・介護事業所の皆様へ





受験資格の該当要件１（業務について）





受験資格の該当要件２（必要実務経験期間について）





受験案内の配布及び申込期間、申込書類について





平成３０年６月１日（金）～６月２９日（金）（当日消印有効）








